
お問い合わせ先

経営の見える化 ～収益向上のポイントを診断～

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

こんなことで、お困りではありませんか？

お問い合わせ先

６次化志向農家 農協

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

事業会社

収益向上したいが、どこを改善すれば良いか？ポイントが見えない

コスト低減したいが、どこを重点対象にして、改善すべきか？見えない

作物の作付ミックス、作付タイミングの適正化により、圃場別に収益を向上したい

作物の期別コストを把握し、直接取引のプライシングに活用したい

経営を構造的に診断し、収益向上のポイントを見える化

農業経営は、変動要因が多く、栽培現場における原価把握の基本情報が不足しているため、

収益向上の改善ポイントが見えにくい。本診断では、経営を構造的に分析して、圃場別・期別・

作物別の収益性を算出し、作付ミックス・作付タイミングの適正度、経営資源の活用度を算出し、

経営課題を「見える化」して、収益向上のポイントを明確化します。

経営の「見える化」診断の進め方

圃場別・期別収益性の算出

財務構造の把握

作物・工程別原価の算出

経営資源の活用度の算出

収益向上可能性の予測

財務諸表、個別原価内訳など、の情報、データを分析して、経営全体

の財務情報を構造化し、収益向上ポイントを概括的に把握します。

作物別に工程プロセスを理解し、単位当原価（工数・使用量）を算出

し、作物別原価を把握します。

圃場別期別に、売上高、直接原価を算出し、個々の生産ごとに収益

性を算出し、課題を把握します。

作業者、農業機具、圃場など、メインとなる経営資源の活用度を算出

し、作付タイミングの適正化余地を把握します。

経営資源能力の制約、圃場の土壌状態、個別収益性、作付ミックスを

考慮し、収益向上可能性を予測し、そのポイントを明確化します。

■分析事例 【財務構造】 ■分析事例 【圃場の活用度、作付ミックス・タイミング】
生産週

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

中島 1 12 22 22 22 22 22 22 32 11 21 31
2 12 22 22 22 22 22 32 11 21 31
3 12 22 22 22 22 32 11 21 31
4 12 22 22 22 22 32 12 22 22 32

堤防下 1 14 24 24 24 24 24 24 34 13 23 23 23 33 11 21 31 12 22 22 32 14 24
2 13 23 23 23 23 33 14 24 24 24 34 11 21 31 12 22 22 32 14
3 11 21 21 31 13 23 23 23 33 14 24 24 34 11 21 31 14 24 34
4 14 24 24 24 24 24 34 13 23 23 33 11 21 31 13 23 33
5 13 23 23 23 23 33 14 24 24 24 34 11 21 31 14 24 34
6 13 23 23 23 23 33 14 24 24 24 34 11 21 31 12 22 22 32
7 14 24 24 24 24 24 34 11 21 21 31 14 24 34 13 23
8 14 24 24 24 24 34 14 24 34 13
9 14 24 24 24 24 34 11 21 31 14 24 34
10 11 21 31 14 24 24 34 11 21 31 14 24 34

５棟 1 11 21 21 21 21 21 31 11 21 21 31 12 22 22 32 11 21 31 12
2 11 21 21 21 21 21 31 11 21 21 31 12 22 22 32 11 21 31 12 22
3 11 21 21 21 21 21 31 11 21 21 31 12 22 22 22 32 11 21 31 12 22
4 11 21 21 21 21 21 31 11 21 21 31 12 22 22 22 32 11 21 31 12 22 22
5 11 21 21 21 21 21 31 11 21 21 31 12 22 22 22 32 11 21 31 12 22 22

圃場

■分析事例 【作物期別収益性】

どの圃場で
どの時期に
何の作物を
栽培育成し
ていたか？

収穫（作付）
時期別の販
売単価と単
位コストを算
出し、収益
性を評価

販売単価ＵＰ
①品質（サイズ、等級）
②販売方法（鮮度、ﾀｲﾐﾝｸﾞ、売り方）
③品種構成（高単価品種）
④流通構造（流通経路、販売先）

費用低減
①労働生産性×賃率
②材料生産性×購入単価
③エネルギー生産性×調達単価
④販売経費（手数料、物流費）



お問い合わせ先

出荷業務カイゼンの見える化 ～生産性２倍を実現～

顧客のニーズ、農産物の特性を理解し、０ベースで業務をデザイン

出荷・梱包は、顧客に商品を届ける重要な業務です。一つのミスで、顧客の信頼を失う可能性も

あります。しかし、顧客のニーズや農産物の特性を理解しないまま、過去の慣習で目的のない作業

をしているケースが散見されます。

顧客の声に真摯に耳を傾け、０ベースであるべき姿を業務デザインすることにより、大幅な効率化

やコストダウン、業務品質の向上が期待できます。

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

こんなことで、お困りではないですか？

出荷業務がネック工程で、出荷先はあるのに、売上高を増やせない

出荷業務コストを低減したいが、改善方法がわからない

消費者、小売事業者に直接販売したいが、効率的な業務設計ができない

出荷業務効率化による効果実績

出荷事務業務▲５８％削減、出荷業務▲２３％削減 （無農薬米生産・販売：滋賀県）

加工梱包出荷業務▲２９％削減 （長ねぎ生産・販売：北海道）

調整・包装・出荷業務 ▲３５％削減 （野菜生産・販売：福岡県）

出荷業務効率化プログラムの進め方

業務デザイン

ニーズ・特性把握

現状分析

実施・効果測定

お問い合わせ先

顧客のニーズや農産物の特性を把握し、業務をデザインする上で、必要

な機能を理解します。

現状業務を時間測定し、作業の目的、作業方法のレベル、作業時間比率

ロス要因などを分析します。

顧客ニーズに基づき、農産物特性を考慮して、あるべき姿を追及するデ

ザインアプローチで業務設計します。

具体的な業務フローや工程・レイアウト設計をして、効率化案を実施し、効

果を測定します。

■分析事例 【問題点の整理】 ■分析事例 【時間測定結果】

直接販売 農家 出荷・加工事業者

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

農協



お問い合わせ先

畜産カイゼンの見える化 ～収益力向上～

現状の収益性を診断し、更なる収益性向上を狙う
経験則になりがちな畜産牛牧場運営について第三者の目で定量化・数値化し、収益性向上余地

がどの程度あるのか診断いたします。また、今後目指す姿を実現するための課題を明らかにし、収

益性向上に繋がる対策案を提案いたします。

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

こんなことで、お困りではないですか？

生産性の高い牧場を目指しているが、効率的に運営する方法がわからない

事業を拡大していきたいが、人手が足りないので難しい

飼料代が年々高騰しており、収益を圧迫している

畜産牛牧場の収益性向上プログラムの進め方

収益向上シナリオ作成

特性理解

現状分析

実施・効果測定

お問い合わせ先

ヒアリングから牧場や肉牛の特性を把握し、業務をデザインする上で、必

要な機能を理解します。

■分析事例 【収益向上の方向性】
収益向上のために、売上・費用の両面から分析

課題解決に向けた具体的な対策案を設計し、実施・効果測定を行い

ます。

収益性向上を実現するためのシナリオを、議論を通して作成していき

ます。

現状業務を時間測定し、作業の目的、作業方法のレベル、作業時間

比率ロス要因などを分析します。

畜産農家

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

＜肥育分析＞1日あたり増体を分析する

＜仕事分析＞作業効率化余地を分析する



お問い合わせ先

消費者ニーズの見える化 ～ニーズにマッチした商品開発～

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

お問い合わせ先

業界動向（自社、競合）、消費者動向（消費シーン、購買行動等）を分析する。

消費者を細分化し、既存および将来の新規のターゲットを抽出する。

既存消費者・潜在消費者の視点、既存商品・新商品などの視点を組み合わせて、販売拡大可能性
仮説を立案し、Ｗｅｂアンケート調査を活用して、短期間に低コストで検証します。

こんなことで、お困りではないですか？

販売拡大を考えているが、誰に、何を、訴求すればよいかわからない（消費者の顔が見えない）

販売拡大を考えているが、市場にアピールする効果的な方法がわからない

販売拡大の余地、投資対効果が不透明なので、思い切った施策を打ち出せない

農産加工品の市場性調査プログラムの特徴

方向性②

ユーザー拡大

方向性④

新規創出

方向性①

既存深堀

方向性③

用途拡大

方向性⑤

新商品開発

対
象
ユ
ー
ザ
ー

既存商品

既
存

新
規

従来の
消費用途・シーン

新しい
消費用途・シーン

既存の対象、用途で頻度多く、
たくさんの量を消費される可能
性はないか
※競合のシェア奪取

既存の用途で、新規のユーザーに
消費される可能性はないか
※認知度ＵＰ

新規ユーザーが食するシーン、
用途を開発し、消費される可
能性はないか

既存のユーザーが、もっと食
するシーン、用途を拡大し、
消費される可能性はないか
※食事シーンの提供

新商品

食材を活用した新たな商品を
開発して提供することで、消
費される可能性はないか

仮説に基づいた新商品の開発

業界分析、消費者分析

市場拡大可能性案の検討、検証

市場拡大可能性の算出

消費者細分化・ターゲットの設定

市場拡大可能性仮説を立案し、Ｗｅｂ調査の設問や選択肢を設定する。
Ｗｅｂアンケート調査を実施し、地域別、年代別、頻度など属性分類別の
データを収集する。

Ｗｅｂアンケート結果を集計し、方向性別施策による市場拡大可能性を
論理的に算出する。

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

６次化志向農家 農産物加工事業者 農協



お問い合わせ先

品質リスクの見える化 ～品質トラブルゼロの実現～

品質トラブルゼロ化を実現するためには、リスクをコントロールすることが重要

品質トラブルの恐ろしさは、たった一つの品質トラブルで長年築きあげた信頼を失ってしまうこと

にあります。また、トラブルは発生する前にリスクを洗い出し徹底的に対応をとることが求められて

います。もちろん、1度発生したトラブルは2度と発生させないことが重要です。そのためには、そも

そも不具合が起きないよう作業をデザインし、その維持管理を行う品質管理システムが必要不可

欠です。

こんなことで、お困りではないですか？

同じような品質トラブルが再発しており、再発防止が徹底できていない

取引先/お客様から品質保証を要求されているが、取り組み方がわからない

品質改善活動を組織的、継続的に実施するための取り組みの進め方がわからない

品質トラブルプログラムによる効果実績

不良(健康被害を伴う重大トラブル)発生ゼロ ：仕組み構築後12か月継続中 （食品製造販売：東京）

生産性向上（コストダウン）：▲約30%(惣菜製造：東京)、▲3,000万円 （青果業：兵庫）

品質トラブルゼロ実現の品質リスクの見える化

お問い合わせ先

■リスクマネジメントレベルの見える化
※診断によるマネジメントレベルを評価します

農協 その他(加工)

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

実態
見える化

リスク評価基準
見える化

リスクへの対応策
見える化

■リスク評価・対応推進の見える化（例）

フードチェーンに
おける位置づけ

リスクマネジメント
成熟度

現場診断視点

診断



お問い合わせ先

“農業原価”の見える化 ～小売との直接取引の実現～

お問い合わせ先

これまで、経験値として蓄積された情報を引出し、管理の基準値を構築することで、各種のシミュ
レーションにより、経営計画の作成と実績データによる、作物別原価を試算することが可能となります。
合わせて以下の効果もあります
 経験値をデータ化することで、後継者や従業員に伝えることが難しかった計画立案テクニックを伝

えやすくなります。
 作物の生育状況（写真）、気候、土の状態も併せて実績管理を行うことで、生育トラブルに対する

対策が良かったかどうか？の振り返りが可能となります。後継者や従業員と一緒に振り返りを行うこ
とで、より良い対応策が検討でき、経験知の蓄積が出来ます。

こんなことで、お困りではないですか？

どの作物で、いくらの利益が出ているのかわらない！

限られた圃場を100%活用し、最大利益を確保する作付がわからない！

作物別の作業ピーク時期が重なり、人、設備が足りない！作業が遅れて単価の高い時期を逸する！

作付計画・作業計画・実績管理プログラムの特徴

作物別原価・圃場別原価が見える！あなたの時給はおいくらですか？

生産農家 農協

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。



お問い合わせ先

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

人材育成の見える化 ～大規模農業/6次産業化人材育成～

地域の強み（農産物等）を活かし、事業を成功に導くことができる人材育成が必要

大規模農業や６次産業化を成功に導くには、その事業を行う経営者人材をどう見つけ、育てるかが

一番のポイントになります。その人材には、農業者から経営者への知識及び意識の改革が求められま

す。すなわち、ただ単に農産物を生産するだけではなく、戦略的に「誰に」、「何を」、「どのように」売っ

ていくのか、フードチェーン全体を見通していかに効率的にモノを供給するのかを考えることが求めら

れます。そうした人材を育てるためには、何が不足しているのか明らかにし、今の立ち位置を明確に

することから始める必要があります。

こんなことで、お困りではないですか？

大規模生産や加工・販売などを含めた6次産業化に取り組んでいるが、農家の発想が抜けない

今どんな知識や経験が足りなくて、何を学べば良いのかわからない

経営者等の人材育成の仕組みが地域で確立できていない

大規模農業/６次産業化人材育成プログラムの進め方

人材育成研修及び
実践サポート

現状のレベル診断

診断結果と
課題フィードバック

お問い合わせ先

大規模農業及び6次産業化人材として必要な知識や考え方を各種視点ごと

に診断を行い、見える化を行います。

診断結果に基づき不足している知識や考え方を課題としてフィードバックする
とともに、必要に応じて研修や、実践を通じてのOJT(オンザジョブトレーニン
グ)及びコンサルティングを行うことも可能です。

また地域ごとの特性に応じた診断内容のカスタマイズにも対応できます。

■診断プログラムと結果に基づくスキルアップトレーニングの例

自治体生産農家

フードチェーンマネジメント

<診断内容例>

事業戦略/事業計画

財務管理/管理会計

販売/ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

生産管理/効率管理

栽培技術/生産技術
(外部リソース)

【生産力】
①生産品種の特徴/栽培技術の理解
②生産効率の考え方 ③生産管理方式

【経営基盤力】
①事業企画力 ②事業計画立案・管理
③業績/目標管理の仕組み ④組織/育成

生産/設備関連資料
ヒアリング
現場観察

事業計画関連資料
運営マネジメント関連資料
ヒアリング

【流通力】
①流通ﾓﾃﾞﾙの理解 ②地場/対外連携
③ブランドの考え方 ⑤発信力

流通/出荷関連資料
ヒアリング
ＨＰ他発信資料

×

【収益・財務力】
①収益管理 ②資金計画 ④中期計画、
⑤資金調達

管理会計/財務会計関連資料
資金計画関連資料
ヒアリング

×

↓

診断着眼 情報リソース
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題
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<スキルアップトレーニング例>



お問い合わせ先

地域住民が参加する 都市近郊型 農業地域活性化プログラム

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

こんなニーズはありませんか？

お問い合わせ先

新規事業の創出
・人々のニーズに応える事業
・参加する人がＷｉｎ－Ｗｉｎの事業
・地域を活性化する事業

優良な資産の活用
・都心近郊の土地、農地
・農業機械、ノウハウ
・流通事業

「直売所」へのニーズ
・安全・安心な農産物を食べたい
・美味しく、新鮮な農産物を買いたい
・低価格な農産物を買いたい

「農業体験」へのニーズ
・野菜を栽培したり、自然に触れたい
・子供と共通の遊び・話題を持ちたい
・地域の人々と関わりたい

でも・・・
△土地・農具がない
△育て方が分からない

「直接取引」へのニーズ
・食べた消費者の声を聞きたい
・地域の人々と関わりを持ちたい
・農業所得を増やしたい

でも・・・
△販売のノウハウが足りない
△労働力不足が解消できない

でも・・・
△安全安心野菜は高い
△生産者の顔が見えない

事業会社
自治体 農家

都市近郊住民

農園事業 直売所事業

消費者ニーズ、農家ニーズの充足
消費者・農家・家族等の交流の促進
>>地産地消事業をベースとした新たな

地域コミュニティが生まれる

地産地消の様々な事業創発により、地域経済が活性化し、新たなコミュニティを創出

自社農園

農産物直売

飲食店

農業用品販売

農家等外部への人材紹介
直売所等施設内での紹介

農業用機器の販売
種苗、農業用品の販売
DIY用品販売

農産物の販売
農家への棚貸し

飲食・
サービス
事業

支援サービス事業

ホームセンター
事業

農園事業

貸農園

農業・職業体験

オーナー農園

観光農園
直売所・飲食店向け生産

サービス

人材派遣

人材教育

送迎・回収支援

直売所事業

温泉、バーベキュー施設
体験教室、習い事教室

利用者への講習会開催
就農者への教育・講習会

その他物販

その他食品等の仕入れ
その他食品等の販売

農業体験の機会提供
職業体験の機会提供

区画単位での農園貸し 区画単位での農園貸し
（借手は収穫のみ実施）

農産物の調理・販売
農産物を使った料理提供

農業機器レンタル

バスによる人の送迎
トラックでの農産物回収

小型農業機械のレンタル
農家向け農業機械リース

販売サポート

農産物の包装代行
農産物の品出し代行

６次化志向農家 農協

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

自治体 事業会社



お問い合わせ先

株式会社日本能率協会コンサルティング(JMAC)
アグリビジネスプロジェクト
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2-2

住友商事竹橋ビル11階
Tel：03-5219-8062   Fax：03-5219-8066

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営コンサルティングファームのノウハウを農業分野に活かし、
顧客の特性にマッチした、現場密着型の戦略＆実践による
成果実現コンサルティングサービスで問題解決を支援します。

６次産業化事業者認定 に向けた 事業計画策定・申請支援

6次産業化認定を活かし、資金調達などを有利に進めて事業拡大を図る
６次産業化認定を受けることができれば、銀行からの融資や各種補助金など、資金調達の面を

有利に進めることができます。

しかし、認定を受けるためには事業計画をはじめ、設備投資、資金繰りなど様々な計画を綿密に立

案し国に申請を行う必要があります。そのために必要な計画の立て方、申請に向けたテクニックなど

をレクチャーしていきます。
※ただし、認定を確約するものではありませんので、ご了承ください。

こんなことで、お困りではないですか？

農林水産省の「６次産業化・地産地消法」における「総合化事業計画」及び「成果利用事業

計画」の申請・認定を受けたいが、詳しい方法が分からない

申請書を書き始めたが、いざ始めると大変で、途中で諦めていた

６次産業化事業への参入・拡大に向けた資金調達などの計画が立てられない

６次産業化 事業計画策定支援プログラムの進め方

申請書類作成

事業内容把握

事業計画等の立案

事業計画実施支援

お問い合わせ先

既存の農林漁業の内容をヒアリング及び現場見学を通じて理解し、また

特徴・強みを抽出します。

６次産業化認定に向け、事業計画をはじめ、設備投資、資金繰り等の詳細計
画を、ディスカッションをしながら立案していきます。

立案した計画内容を申請書に落とし込み、認定を受けるための必要書類を

揃えます。資料作成も含めてご支援致します。

認定が取れた後に、実際の資金調達に向けた銀行などとの交渉、事業計画

の実施なども含めたサポートを行うことも可能です。

■導入事例 事業計画立案と実施支援内容

新商品開発・既存商品の改良
・マーケティング調査結果を活用した
商品改良

・用途・食シーンの拡大

食シーン・チャネル構想①
・中食（惣菜）ルートの開拓、
モデル構築

・外食（居酒屋）ルートの開拓、モデル構築

食シーン・チャネル構想②

・中食（惣菜）ルートのモデル展開

・外食（居酒屋）ルートのモデル展開

新たな商品開発

健康食品（塩分50％、カロリーハーフ）

おつまみ、お茶漬け、子供向け商品など

供給体制の確立
・既存設備における生産能力把握
・6次産業化パートナーの選定
(加工委託業者等)

供給体制の拡大

・農地面積の拡大

・加工工場の設備増強、新規建設

6次産業化認定事業者化

・6次産業化各プレーヤーの選定

・事業計画の立案

事
業
計
画

商
品

販
路

供
給
体
制

銀行・ファンドからの資金調達

・自治体の支援内容をを活用

・事業計画などの詳細立案

６次化志向農家

事業計画書立案
・資金調達計画
・新商品開発内容
・販路、供給体制


